
「キャンパスマスタープラン2020」によせて

富山大学は，９学部（人文・人間発達科 

学・経済・理・工・医・薬・芸術文化・都 

市デザイン）に附属病院，和漢医薬学総合 

研究所を加えた11の教育・研究施設に，

9,000名余の学生と2,200名余の教職員が集

う全国有数の総合国立大学です。 

大学を取り巻く国内外の環境は大きく変 

化しています。我が国は今，超スマート社 

会Society5.0を目指し，情報をいかに系統

的に活用し，社会に役立てるかを考える時 

代に入っています。そこでは文系や理系， 

医薬系の学問が連携・融合した新しい「知」

の創造が求められています。このような時 

代の変化に対応し，富山大学を発展させて 

いくために，学生や教員同士のネットワー

クをこれまで以上に強化し，地域と，さら

に海外とのネットワークを充実させること

で，Society5.0時代に活躍できる人材を育

成したいと考えています。また，カーボン

ニュートラルやリサイクルにも貢献できる

人材を育てたいと考えています。

私は，H31（2019）年4月から富山大

学の学長に就任いたしました。私の掲げた

スローガンは「魅力溢れる『おもしろい』

大学」です。

私の目指すビジョンのひとつとして，新

しい情報社会で活躍できる人材を育てるた

め，令和2年度からデータサイエンス教育

を必須といたしました。文系，理系を問わ 

ず全ての学生が，それぞれの分野に応じた

実践的な数理・データサイエンス能力を身 

につけられることを目指し，成果を上げて

います。 

これから迎える2021年度は第3期中期目

標期間の最終年度です。これまでの6年間を

振り返り，第4期中期目標として新たな目標

を掲げ，取り組んでいく必要があります。施

設整備においても，ICTへの対応や衛生対策

を十分に講じるとともに，大学改革に柔軟 

に対応し得る学修スペースを提供し，学生

にとって快適な環境を提供していくことが

重要です。 

「キャンパスマスタープラン2020」は，本

学キャンパスの整備と運営を，より望ましい

形で推進するため，現状分析をもとに必要な

検討課題と方針をまとめたものです。 

このプランをもとに各施設の必要度・優 

先度・緊急度・健全度等を評価し，計画的 

な整備と運営を実施していく体制を整え， 

「夢があり個性きらめくキャンパスづくり」 

を着実に進めたいと考えております。 

富山大学は，教育・研究・社会活動を通 

じ，地域の発展と課題解決に積極的に取り 

組むととともに，魅力溢れる『おもしろい』 

大学を目指し，未来に向けて挑戦していき 

ます。 

本学で日々研鑽を積み，知識を深めてい 

る学生たちも，ここで培った「知と経験」 

をもって，一つの分野にとどまらず，分野 

を超えた新しい学問への挑戦を続け，新時 

代に活躍されることを願ってやみません。 

今後とも皆様のご支援とご協力をよろし

くお願い申し上げます。 

令和３年３月 

国立大学法人富山大学長 

齋藤 滋 

Foreword 巻頭言 
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